












前年度において妊娠中毒症の軽症･重症判定基準(案)を作成し,その経緯などについて報告

したが,今年度は妊娠中毒症の診断基準をめぐる問題点について検討を行った。 

すなわち須川(大阪市立大学)は,分娩時の高血圧発症について,その発症頻度や産褥期にお

ける高血圧の遺残などについて検討した。また関場(岡山大学)は,子癇と脳血管障害の鑑別

のための CTの重要性について報告した｡さらに一条(奈良県立医科大学)は日本産科婦人科

学会妊娠中毒症問題委員会提案の軽症･重症判定基準をスコア化し,これに有症期間を付加

配点したスコアが,Gestosis Index よりも有用であることを示した。そして鈴木(東北大学)

は,重症妊娠中毒症症例を対象として,純粋型と混合型中毒症発症の素因・誘因,発症時期の

比較検討を行い,混合型中毒症における偶発合併症についても調査を行った。 


